
























らに広めているものに、環境教育の実施が挙げられる。幡豆に残る大い 自然は、今や貴重な財産であろう。ただ、このような豊か 自然は、何もしないとその価値はなかなか理解 れず、かつてのような開発の波が押し寄せたとき 、壊されてしまうかもし な 。また、現在的な環 ない課題は、経営体ごとの収益性の向上であり、沿岸環境と資源の回復であり、町としての機能の維持強化であろう。この点、かつて ような経済規模拡大路線からは異なる歩みであることは確かである。
収益性の向上については、各経営体が独自に取り組まれているものであろうし、本書で個別対














と観光で町を活性化 せようと、様々な取り組みを行っている。詳しく 次章にて述べるが、東幡豆漁協は二〇〇六年から、自然に触れ合う環境学習の一環として実施されている「ふ さとワクワク体験塾」や「生物多様性親子バスツアー」などに積極的に協力し、また 小学生 未就園児を対象 した「ふるさと幡豆の海の自然観察学習 も主体 行い、幡豆干潟の環境学習の教材としての価値を引き出している。さら 、こちらも続く
3章で詳しく述べるが、東幡豆








境の劣化は、貧酸素水塊の例のように、その地域だけで対応できるものばかりではなく、他の地域から 影響も踏まえなければならない。このため、今ある豊かな自然を守るために 、何もしない いう選択はあり得なくなってきている 日々関心を抱き、モニタリングし、何かあれば対応できる仕組みを作っておくことが重要である。
自然豊かな土地に育てば、 誰でも自然と触れ合い自然が好きになるというわけではない。特に、
最近では海や野山で遊ぶ子供の姿はめっきり少 く った。これはゲーム機の普及などによ 面あるが、子供 数の減少と安全安心に関する社会 仕組みの変化も大きな影響を与えていると感じてい 。 自然 中で遊ぶこと 、 決して甘いもの はない。 自然のル ルを無視したり、 ちょっとした配慮を欠けば たんに危険を もなう。子供の数が多い時代、また、年の異な 子供たちが一緒に遊ぶ場合では、これら ルールや配慮は子供たちの社会で学ぶことができた。また、集団での行動は何かのと のセーフティーネットとして機能していただろ しかし、少子化が進んだ現代では、こ 機能を子供の社会 求めること できず、今日海辺や森林で遊ぶことは、かなり危険となっ まった。
目の前にあっても、日々の生活で自然と触れ合っていなければ、その の豊かさやすばらし



























5 月 21 日 前島 無人島探検、水辺の生き物・植物を探す 23
6 月 18 日 東幡豆海岸 カヌー・E ボート体験 28
7 月 8 日 中ノ浜海岸 地曳網体験、海鮮バーベキュー 25
7 月 30 日 東幡豆海岸 ストーンカップチャレンジレース 24
9 月 16 日 三河湾 スナメリウォッチング 30
2007
6 月 23 日 沖島 無人島探検、海辺の生き物・貝・植物を探す 38
7 月 16 日 東幡豆海岸 ウナギのつかみ取り、E ボート・シーカヤック体験 39
8 月 5 日 東幡豆海岸 ストーンカップチャレンジレース 32
2008
7 月 21 日 中ノ浜海岸・前島 地曳網体験、前島探検 40
8 月 10 日 妙善寺前海岸 ストーンカップチャレンジレース 25
2009
7 月 4 日 前島・三河湾 無人島探検（測量船に乗って海上探検、環境学習） 43
8 月 21 日 東幡豆漁港 三河湾底曳網漁業体験 45
11 月 15日 中ノ浜海岸 自然観察・海の環境学習、地曳網体験 42
2010
6 月 26 日 中ノ浜海岸 地曳網体験、干潟観察 39
7 月 18 日 妙善寺前海岸 シーカヤック体験、海の学習～押し葉標本～ 33
8 月 7 日 前島・三河湾 無人島探検 38
2011
8 月 10 日 中ノ浜海岸 地曳網体験 42















が合併）が新規事業として開始した環境教育プログラムである。 「山や海、川など豊かな自然を題材にした活動を通じて、西尾市の特色を感じ、子供たちの郷土を愛する心を育成すること、異年齢集団の中で仲間との交流を図ることにより、健全な社会性を獲得すること、生物多様性や自然環境、里山保全についても学び、ふ さ への理解を深めること」などをねらいに企画されており、西尾市の小学生を対象に、年間約一〇種類のプログラムで毎年開催されてい （ふるさとワクワク体験塾実行委員会





















































































豆漁協、幡豆漁協など）の活動として、東幡豆漁協が二〇〇九年から開始 たプログラムであり、二〇一〇年からは愛知県の事業「あいち森と緑づくり環境活動」より交付金を受けている。三河湾の干潟の自然観察と海の環境学習を中心 、年二～三回ペースで 独自の企画 展開し いる。
表
4は、その実施内容をまとめたものである。一〇時より東幡豆海岸に集合し、行程や注意事















まず、 「幡豆地区干潟・藻場を保全する会」は 「水産業・漁村の多面的機能発揮支援対策事業」 （水
産庁）の補助を受け、二〇〇九年五月に設立された任意団体である。この団体は干潟部会と藻場部会からなり、東幡豆漁協と幡豆漁協の正組合員を構成メンバーとしている。前者 東幡豆漁協が主なメンバー、後者は幡豆漁協の青年部が主なメンバーとなっており、幡豆地区 干潟や藻場の保全を目的に、干潟の耕耘、アサリ 食害生物 駆除 アマモの播種等の活動を主 行ってい それ以降、東幡豆漁協は当協議会のコミュニティメンバーとしてこのような教育活動を意識的に展開している。
プログラムの流れをみると、例えば九時より東幡豆海岸に集合した後前島へ移動し、東幡豆漁
協組合長に る干潟の事前勉強会が開かれる。その後干潟での学習活動が始まるが、前半では前島や東幡豆の海岸、山々を眺めることや学級写真 撮影など全学年で共通の活動が行われ、後半では総合的な学習時間と関連付けた学年ごとの活動が展開される。低学年においては生き物の観察、高学年においては生き物調査やゴミ調査、環境学習など 内容である。最後に質問時間 設けられ 三時間ほどのプログラムが終了す となる。
現在では、 このプログラムは東幡豆保育園や東幡豆小学校の年間行事予定に組み込まれている。
なお、これらの活動から得られる収入はなく、パネルづくり等の必要な費用を自腹で負担するなど、漁協が自主的にボランティア活動として行ってい 特徴的である。
その他ほかにも、 東幡豆漁協 食育ツアー、 キャンプ・自然体験、 干潟体験などの形で、 個人やグルー




































































ける東幡豆漁協の取組みはボランタリー的な色彩が強く、そ 収入も漁協経営への寄与は低 。その典型が、地元の保育園や小学校向けの「ふるさと幡豆 海の自然観察学習」プログラムである。漁協がこのような活動に取り組む際は、所属地域・コミュニティのメンバーとして 意識が強くはたらいている である。このよう 漁協 使命感なくして 環境教育活動は成り立たないように思われる。
第三に、長年培われてきた漁協の海・現場の知識や経験の豊富さが挙げられる。環境教育の現








































なくとも現状の海面利用の仕組み上では、産業間の積極的な連携は、調和的な海面利用をなす有効な手段であることを示唆してい 。 環境教育活動においてもスムーズな海面利用のためには、漁協の積極的参加がコンフリクト 回避においてきわめて有効な道であると捉えられよう。
第五に、漁協の既存施設や設備等の活用による経済的効率性が挙げられる。先述のように、東






















































干潟探索ガイドブック』も、一般的な出版物と重複する内容も多い も れない。 かし このガイドブック 記載されている写真や紹介されている生物は、すべてこの幡豆で撮られた（兼
　
獲られた）ものである。幡豆の沿岸 探せば必ず見つけ れ 生物 ちを集めたこ フィールド 水産学科の石川智士准教授（当時）がアサリと干潟、自然の大切さや保全と地域開発の両立について東幡豆漁協にて講演した際に、 石川組合長から東幡豆の自然を調べてほしいとの依頼があり、本格的な学術調査が開始されることとなった。ちなみに、なぜ、石川組合長がわざわざ静岡の東海大学海洋学部に講師の相談をしたかについては、上野元学部長の教え子であり、東海大学海洋学部の卒業生の林大氏が、日ごろから幡豆の海を訪れており、石川組合長とも以前から知り合いであったことから、この話 進んだようである。こうして始まった幡豆と東海大学海洋学部の連携は、その後の加藤登前 部長、千賀康弘学部長 三代の学部長の協力と東海大学総合研究機構や連合後援会から 支援を受け、現在 ような 科横断的な活動へと展開してきた。
二〇〇九年度の学術調査開始当初は、石川准教授の他に、水産学科の松浦弘行講師（当時）と
吉川尚講師（当時） 二名が参加し、 の沿岸域周辺 のプランクトンや底生生物相に関するフィールド調査及びそのデータベース化等 主に海洋生物に関する研究が中心であった。開始当初は、そのため 研究費があるわけでもなく、三名 教員が持ってい 費を集めて 手弁当の調査であっ が、東幡豆漁協や東海大学海洋学部卒業生のサポート、幡豆 人々の好意 支えら て、貴重な研究成果を上げることができた。また、当時の各研究室 学生らも、幡豆 自然に大いに感動してい 。この学生たち 反応は その後の大学内連携や 術的連携 進めるで、大きな励みと自信の源になった。
翌年度以降、幡豆の魅力は自然だけでなく、そこにある生活や文化や歴史を含めたものである





















を地元で発表することを続けてきて 。これは、たとえ地元の了解を得られてい 研究であったとしても、何をやっているのか見えないよう は、十分な社会連携は行えないと考えるためであり、また、成果を地元にフィードバックするのは、フィールド研究の基本的姿勢であるべきだと考え からである。報告会の開催に関しては、いつも東幡豆漁協や幡豆町役場（合




































































教育の質的な転換に際し、これに携わる教員の意識変化も強く求められている。これまでのような一方的な知識伝授型の教育から、学生が主体的に学ぶ能動的な教育へと転換す ためには、授業設計においても授業マネジメントにおいても、これまでとは大きく異なるアプローチが必要となる。例えば、自由討論で意見を引き出し、学生なりの考えをまとめて発表させる作業があったとしよう 教員が聴く姿勢を持って我慢して待つことができなければ、学生の発言を抑制し、結果学生よりも教員の発言が多くなり、結論を誘導してしまうよう こ もある。従来的な学びのスタイルから変わるためには、教員の 識 変えていく必要があるだろう。
幡豆での調査研究活動に参加した八名 教員 対象に 「三河湾での超学際研究のふりかえり」
と題し、幡豆での活動に参加する前と参加後でど ように考えが変化したかアンケートを実施した。 「超学際研究」は耳慣れない用語だが、津波に対する防災対策のあり方や原子力発電の是非のようなトラン ・サイエンス領域（科学・技術的な知 ・理解だけでなく、社会 実態に即しているかを考慮 ないと有効に対処できないような問題領域）における科学者とステークホルダー（直接・間接的な利害関係者）の協働のことを意味している。私たちが幡豆で行っている自然環境の保全や活用等に関わる活動 、超学際研究の一例と考えることができる。















活躍できる人材を輩出するため、 「パブリック チーブメント型教育」 を実践している。 「パブリック チーブメント」 は、 「立場や状況の異なる市民が社会で共存するためのルールを作り、環境整備を行う市民運動の中で、若者が社会活動を通して 主 における市民性を獲得していくための実践及 その の組織 習プログラム」であ 。
社会の変化、国の高等教育のあり方の変化、そして東海大学全体としての教育のあり方の変化









受け止め 教員 ほとんどであった。ただし、地域への情報発信に関しては、住民に興味を持っもらう工夫を 、難しい概念を正確 伝 る困難さ、曖昧な表現を避け誤解を生まないよう注意する、研究内容によっては即効性 ある回 得られな 場合がある等、専門家な ではの苦悩がアンケートに綴られていた。専門家で からこそ、地元と協力し 地 だけ はできない活動や調査 行える。一方 専門家であるがゆえに、正しい認識や表現に縛られる しかし、それ は地元の方々に情報をうまく伝えられない。これが事実 るが 今後研究者や大学教員が挑まなければ らない大きな課題である。
学生教育に対する効果に関しては、スタート時点からその効果を予測・期待していた教員 ほ






正反対の意見を述べる研究者に対して、 世間は不信の目を向けているのだろう。ここに、 アンケトにも表れていた専門家ならではの苦悩がある。専門的なデータ 理解するためには、そのデータを理解するための専門的な知識が必要となるが、そのよう 知識は特定の専門家しか持ちえない。インターネットがいくら発達したとしても、知識の利用方法までは簡単に 習得できない。したがって、科学的データや情報が、地域の多様なステ クホルダーの協議や協働に役立つためには、デー 信頼してもらえる仕組みやデータを理解でき ようにする仕組みが必要な ある。それは、おそらく日ごろか その専門家と地域住民が触れ合うことであり、データを取っている人自体を信頼し もらえるような人間 の構築な ではないかと感じている。
最後に、大学の最も根源的な役割は、人材を育成し社会に供給することである。これからは地
域が大学にとって重要な教育の場の一つとなる訳であるが、地域によって育てられた人材が、その地 で活躍す ことになれば、地域にとっても大学にとっても喜ばしいことである。そのような人材が沢山いれば、専門的 知識は 自然 地域に理解され 活用されることだろ 。 「地域と大学が協働して人づくりをし 育てられた人材が地域社会の一員 なって大学等と協働して課 いる教員もおり、こうした地域連携活動の中心的役割を担うことに対しては躊躇する意見もあった。これに関しては のようなフィールド研究や超学際的研究およびアクティブラーニングの実施には不可欠なものであり、大学や研究者コミュニティーがその労力を評価する仕組みを作り上げる必要がある。残念なことに これまでの、いや、今の大学のシステムや学術界の評価システムには、座学とフィールド学習の区別は されておらず 現場での問題解決に即した研究活動に至っては、単 る事例として扱われ、研究成果とし 取り上げられさえしないような風潮がある。今後、幡豆での経験や実績を重ね また 常に振り返りながら、新たな学び スタイルと研究のあり方を整理し 体系化す ことが必要だろう。
今後の大学と地域の関わり方
今後、大学にとって 地域が教育の場としてますます重要となることを述べてきた。一方、地





































































































































































図 2　アサリを資源とした AC サイクル






方々は、さすがに関心 高く、餌とな アオサの量や透明度、貧酸素水塊の発生状況など様々な面を気にかけておられる。ただ、透明度に影響を与えるプランクトンやアオサ 生育や貧酸素水塊の発生に深くかかわ 窒素やリンなど 栄養塩の濃度や起源となると、正確な数値は把握されていなかった。この科学的側面については、前章で触れ 東海大学海洋学部との連携 てデータ収集や現状認識が進められてい
ケアの検証となるとアサリの資源量で端的に表すことができるだろう。この点は、漁獲量で見
ることができる。また、東海大学の授業がトンボロ干潟で実施さ ており、毎年実施され 生物調査のデータが蓄積されることになっ 課題としては、これらのケアとその成果を外部に発信して、アサリとそれを支えるトンボロ干潟生態系をブランド化す ことにな だろう。
ケアの検証とブランド化に関しては、幡豆で実施されている環境学習 大 な意味を持つ。潮
干狩り客とは異なり、環境学習の参加者は、アサリや貝だけでな 食料とはならないゴカイや小型のカニなど、多くの生物に関心 持ち、このトンボロ干潟の多様性を楽しみ、また、干潟ケアがアサリだけでなく生物多様性 環境保全 も十分機能していることを広く知ることになるだろう。また、東海大学海洋学部の教員や学生が中心 て行っ 学術研究 成果も、そ










齢者の費用を若者世代が支払う仕組みになっており、高齢者の比率が上がれば、支える若者世代の負担が増えて、全体的に景気が悪くなると考えられているためであろう。しかし 幡豆では、お年を召した方もとても元気である。特に漁業や観光業は、定年が明確ではなく、年齢よりも実際にどのような仕事を担えるかが重要である。むしろ、多様な生物についての知識や調理方法などに関する知識が豊富な方がい こと 重要であり、それがこの土地の新たな資源となるのではないだろうか。
働くことは生きがいを持つこと つながり、個人の尊厳を高めやる気を引き出す。高齢化率が





























































り、また、海と共存している社会が存在していることは、単 る偶然ではなく、この土地に暮らす人が 自然の豊かさを古くから感じ大切に思ってきたことと、社会の変化に柔軟に対応してきたことによるものだと理解できた。環境保全や自然保護の活動 、とかく開発批判や人為的環境改変を否定的に捉える側面があるが この土地では、古くは打瀬網漁のような新しい技術を積極的に導入し、鉄道の誘致を積極的 行った また、埋め立 も古くから行われ、海岸道路の整備なども進めてきている。豊かな生活を求める開発と自然保護や環境保全を調和させる考え方（エリアケイパビリティー 発想）が、古くからこの土地には根付い で いかとさえ思えてくる。 「幡豆は何もな 、こ 景色が自慢です」と幡豆町歴史民俗資料館（現在は西尾市幡豆歴史民俗資料館）の広場から臨む三河湾を見なが 説明してくれた当時の町役場職員の方の言葉が忘れられない。この言葉でいう「何 ない」は、本当に何もないのではな 、経済合理化や規模拡大に直結するようなものはな という とであり 「 景色 自慢です」に 、このの本当の豊かさへの自負があった だろう。今後の持続的沿岸社会 発展 、まさし こ 、本当 豊かさとそ を豊かと感じる自負が必要な だ 考えさせ れ これからの社会に生る私たちは、この感覚を磨か ければならないだろう また こ 価値観を、今後 教育や地域
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